
　

１
月
６
日
、
平
成
30
年
積
丹
町
成
人
式
が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
、
華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
12
人
（
出
席
９
人
）
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
家
族
や
来
賓
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
な
が
ら
入
場
し
、
一
人
ひ
と
り
の
紹
介
の
後
、
圡
井

教
育
委
員
長
の
式
辞
、
松
井
町
長
と
山
本
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
成
人
を
代
表
し
て
長
島
真
太
郎
さ
ん
（
婦
美
町
・
写
真
左
上
）
が
記
念
品
を
受
け
取
り
、竹
谷
湧
志
さ
ん
（
美

国
町
）
と
小
原
百
花
さ
ん
（
入
舸
町
・
写
真
右
上
）
が
壇
上
で
、「
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
感
動
と
喜
び
を
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
生
か
し
、
歴
史
あ
る
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
若
い
力
と
情
熱
に
よ
り
、
限
り
な
い
可
能
性
に
向
け
力
強

く
歩
ん
で
い
き
ま
す
。」
と
新
成
人
と
し
て
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
は
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、小
樽
市
か
ら
駆
け
付
け
た
中
学
校
卒
業
時
担
任
の
渡
邊
基
寛
先
生
（
写
真
右
下
）

が
、
新
成
人
一
人
ひ
と
り
の
近
況
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
会
場
は
笑
い
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
魚
屋
友
子
会
長
）
か
ら
は
「
赤
飯
」
が
、
陶
芸
サ
ー
ク
ル
（
土
井
知
子
会

長
）
か
ら
は
「
マ
グ
カ
ッ
プ
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
写
真
愛
好
会
（
葛
西
敏
夫
会
長
）
の
会
員
に
よ
る
ス
ナ
ッ

プ
写
真
の
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平成３０年積丹町成人式新たな門出 平成３０年積丹町成人式

▲誓いのことばを述べる竹谷さんと小原さん

▲記念品を受け取る長島さん
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平
成
30
年
積
丹
消
防
団
出
初
式

が
、１
月
７
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
で
団
員
を

招
集
。
美
国
神
社
で
消
防
団
長
や
各

分
団
長
ら
に
よ
る
安
全
祈
願
が
行
わ

れ
た
後
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
式

典
が
挙
行
さ
れ
、
各
地
区
の
団
員
や

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
72
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
今
井
諭
積
丹
消
防
団

長
が
「
防
災
の
第
一
線
に
あ
る
我
々

は
、地
域
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、

い
か
な
る
災
害
に
も
屈
し
な
い
体

制
・
力
を
整
え
て
お
く
決
意
と
行
動

力
が
大
切
で
す
。
消
防
職
員
、
団
員

に
は
消
防
の
使
命
を
再
認
識
さ
れ
、

新
た
な
決
意
を
も
っ
て
精
進
さ
れ
る

こ
と
を
切
望
し
ま
す
。」
と
式
辞
を

　
地
域
の
防
災
　 

決
意
新
た
に

積
丹
消
防
団
出
初
式

■
北
海
道
知
事
表
彰

【
消
防
功
労
者
】

小
原

　
一
雄 

さ
ん
（
団
本
部
　
副
団
長
）

【
30
年
勤
続
表
彰
】

中
村

　
修 

さ
ん
（
第
５
分
団
　
部
長
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

加
藤

　
弘
一 

さ
ん（
第
２
分
団
　
副
分
団
長
）

加
藤

　
英
史 

さ
ん
（
第
２
分
団
　
部
長
）

佐
藤

　
浩 

さ
ん
（
第
５
分
団
　
班
長
）

杉
野

　
徹
次 

さ
ん
（
第
４
分
団
　
団
員
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

柏
崎

　
祐
毅 

さ
ん
（
第
６
分
団
　
団
員
）

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

【
後
志
地
方
支
部
長
表
彰
】

大
島
　
克
己 

さ
ん
（
団
本
部
　
元
副
団
長
）

山
田
　
馨 

さ
ん
（
第
７
分
団
　
元
副
分
団
長
）

柏
崎
　
雅
之 

さ
ん
（
第
６
分
団
　
元
部
長
）

【
功
績
章
】

廣
和
　
寿
幸 

さ
ん
（
第
８
分
団
　
分
団
長
）

杉
野
　
勝
一 

さ
ん
（
第
３
分
団
　
部
長
）

【
特
別
功
績
章
】

富
士
谷
　
哲
朗 

さ
ん
（
団
本
部
　
副
団
長
）

【
30
年
勤
続
表
彰
】

中
村
　
修 

さ
ん
（
第
５
分
団
　
部
長
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

佐
藤
　
浩 

さ
ん
（
第
５
分
団
　
班
長
）

■
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

【
40
年
勤
続
表
彰
】

富
士
谷

　
哲
朗 

さ
ん
（
団
本
部
　
副
団
長
）

【
30
年
勤
続
表
彰
】

小
原

　
勝
文 

さ
ん
（
第
３
分
団
　
副
分
団
長
）

中
村

　
修 

さ
ん
（
第
５
分
団
　
部
長
）

述
べ
ら
れ
、
地
域
防
災
の
要
を

担
う
消
防
団
員
と
し
て
町
民
か

ら
の
期
待
の
大
き
さ
に
、
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
精
励
さ
れ
た
方
々

の
功
績
に
対
し
、
北
海
道
知
事

や
北
海
道
消
防
協
会
な
ど
か
ら

の
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
郷
土
が
誇
る
消
防
団
」
と

し
て
あ
ら
ゆ
る
災
害
対
応
へ
の

重
責
を
担
う
団
員
の
皆
さ
ん
の

更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

【
20
年
勤
続
表
彰
】

佐
藤
　
浩 

さ
ん
（
第
５
分
団
　
班
長
）

■
積
丹
消
防
団
団
長
表
彰

【
個
人
表
彰
】

美
国
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ 

副
会
長

魚
屋

　
友
子 

さ
ん

美
国
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ 

部
長

加
我

　
京
子 

さ
ん

　

積
丹
消
防
団
副
団
長
の
小
原

一
雄
さ
ん
（
入
舸
町
）
が
、
災

害
に
際
し
功
労
が
あ
り
、
他
の

模
範
と
な
る
消
防
団
員
に
贈
ら

れ
る
『「
消
防
功
労
者
」
北
海

す
。

　

今
後
も
、
災
害
対
応
を
は
じ

め
、
様
々
な
消
防
団
活
動
で
の

小
原
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

小
原
　
一
雄
さ
ん
（
入
舸
町
）

「
消
防
功
労
者
」
北
海
道
知
事
表
彰

道
知
事
表
彰
』
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

小
原
さ
ん
は
、
昭

和
41
年
に
消
防
団
に

入
団
。
平
成
11
年
に

は
第
３
分
団
分
団

長
、
平
成
25
年
か
ら

は
副
団
長
を
努
め
、

長
き
に
わ
た
り
第
一

線
で
活
躍
し
て
い
ま
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